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海外情報

中国の肉用鶏産業の現状と鶏肉需給の見通し

調査情報部　寺西　梨衣、安宅　倭

１　はじめに

　中国では鶏肉を含む畜産物の需要の増加に伴い、養鶏業も発展してきた。2015年以降の環
境規制により飼養羽数が減少している中での高病原性鳥インフルエンザの発生などにより、
鶏肉生産量は2017年までは減少傾向で推移していたが、この影響が緩和してきたことにより、
ここ2年は増加に転じている。さらに、ASF（アフリカ豚熱）の発生により増加した鶏肉需
要を満たすため、2019年は鶏肉生産量・輸入量が大幅に増加した。このような中、規模拡大
を計画する養鶏企業が増加しており、今後もある程度の鶏肉の増産は見込めるものの、豚肉
の需給動向や高病原性鳥インフルエンザの発生などにより鶏肉需給は安定していないため、
今後も中国の輸出入量の変化が世界の鶏肉の貿易に大きな影響を与える可能性が高い。

【要約】

経済発展による生活水準の向上により畜産

物の需要が増加している中国では、鶏肉の供

給はほぼ国内生産で賄っているが、2016年

は高病原性鳥インフルエンザの発生により減

少した生産量を輸入で補った。また、2018

年8月に発生したASFにより豚肉生産量が大

幅に減少し、その代替として鶏肉消費が増加

したため、生産量や輸入量ともに増加した。

このように近年、需給に大きな変動があった

中国の鶏肉の生産動向や増産余力、今後の輸

入の見通しについて、2019年12月に北京

市および山東省で実施した調査に基づき報告

する。

本稿中の為替レートは、1元＝ 15.6円

（2020年3月末TTS相場：15.61円／元）を

使用した。

（1）家きん産業における肉用鶏産業の
位置付け

中国では、アヒル、ガチョウ、ハトなどさ

まざまな「家きん」が飼養されており、豚肉に

次いで家きん肉が多く消費されている（表1）。

表１　年間１人当たり食肉消費量（2018年）

牛肉 豚肉 家きん肉
4.1 28.6 13.6

資料：‌�牛肉と豚肉は中国国家統計局「中国統計年鑑」（生産量）、
米国農務省（USDA/FAS）「PSD Online」（輸出入量）を
基にALICで１人当たり消費量を算出。家きん肉の1人当た
り消費量は「2019-2021年中国家きん消費市場統計およ
び養鶏産業情勢研究報告」を基にALICで推計

　注：部分肉ベース。

（単位：kg）

２　肉用鶏産業の概要
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2019年の家きんの総出荷羽数は約146億

羽、家きん肉生産量は2239万トンであり、

山東省や河南省をはじめとする東部から南部

で生産が盛んである（図1）。

このうち鶏肉は、後述する白羽肉鶏や黄羽

肉鶏、また、採卵鶏の廃鶏などから生産され

ており、同年の生産量は、米国農務省の予測

によると1375万トンと家きん肉の約6割を

占めている（図2）。これは、米国、ブラジ

ルに次ぐ世界第3位の生産量となっている。

図１　家きん肉生産量の分布（2017年）
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資料：中国畜牧獣医年鑑を基にALICが作成

肉用鶏は、海外からの輸入品種を白羽肉鶏、

在来種を黄羽肉鶏と呼び、飼養期間や流通経

路、消費方法などが区別されている。白羽肉

鶏は1980年代に欧米から輸入され、広まっ

てきた。飼養期間は42〜48日で、出荷体重

は2キログラムを超える。一方、黄羽肉鶏は

55日以上飼養され、出荷体重は2キログラ

ム未満のものが多い。例えば、日本でもなじ

みのある烏
う

骨
こっ

鶏
けい

は黄羽肉鶏に分類され、一般

的に120日以上飼養される。このため、年

間出荷羽数はともに約45億羽だが、鶏肉生

産量は2倍近い差がある。また、白羽肉鶏は

河北省など東北部に多く、肉は卸や小売を通

じて部位ごとに販売されており、加工品の原

料となることも多い。日本や欧州に輸出して

いる鶏肉調製品（鶏肉を原料として、加熱調

理などの方法により保存に適する処理をした

製品）も白羽肉鶏から生産されている。一方、

図２　家きん肉の種類別生産シェア（2018年）
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資料：中国国家統計局、各種公表資料からALICで作成
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黄羽肉鶏は広東省など南部に多く、約9割が

生鳥市場で取引され、丸焼きやスープなど丸

鶏のまま調理されることが多い（表2）。

図３　地域別家きん出荷羽数および家きん肉生産量
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表２　白羽肉鶏と黄羽肉鶏の比較

白羽肉鶏 黄羽肉鶏
出荷羽数（2019年） 44.8億羽 44.5億羽

鶏肉生産量 約760万トン 約410万トン
出荷日齢 42～ 48日 55日以上
出荷体重 2kg以上 2kg未満

飼料要求率（注） 1.8 2.5
流通方法 卸・小売店などで販売 約9割が生鳥で取引

消費方法 部位ごとに食される傾向、
加工品の原料 丸焼き、スープなど

資料：各種公表資料、聞き取りを基にALICが作成。
　注：飼料要求率とは、体重1kgを増加させるために必要な飼料の量。

従って、地域ごとの家きん出荷羽数と家き

ん肉生産量を見ると、東北部に位置する河北

省や遼寧省では出荷羽数に対する生産量の割

合が大きく、南部に位置する広東省や広西チ

ワン族自治区では小さくなっている（図3）。

（2）肉用鶏農家の現状

肉 用 鶏 農 家 数 は、2007年 は2914万

5000戸であったが、2017年には1900万

2300戸と3分の2まで減少した（表3）。「中

華人民共和国環境保護法（2015年1月1日

施行）」をはじめとする法令により環境規制

が強化され、家畜および家きん飼養禁止区域

が制定されたこと、2018年1月からは、「中

華人民共和国環境保護税法（2016年12月

制定）」により5000羽以上の飼養規模の家

きん農家は環境保護税の徴収対象となっ

た（注１）ことにより、中小規模の養鶏農家が減

少し続けていると言われている。

（注１）　‌�環境規制の詳細は「畜産の情報」2018年4月号『中国
の養豚をめぐる動向と環境規制強化の影響」（https://
www.alic.go.jp/content/000149048.pdf）P.95〜
98を参照されたい。
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規模別飼養戸数を見ると、1999羽以下の

肉用鶏農家は10年で1000万戸減少した。

一方で、10万羽以上飼養する養鶏場は増加

している（表4）。現地専門家によると、10

年ほど前までは飼養羽数の7割が庭先養鶏で

あったが、大企業によるインテグレーション

が急速に進んだため、2018年には飼養羽数

の約6割をこのような企業が占めるようにな

った。

現在、インテグレーターは、飼料原料の調

達から、飼料の生産、種鶏（PS）（注２）の生産、

肉用鶏の肥育、食鳥処理、鶏肉加工、鶏肉お

よび鶏肉加工品の販売まで一貫して行うこと

が主流となっている。

白羽肉鶏の主な企業には、福建聖農発展股

份有限公司、禾
かほう

豊牧業股份有限公司、正大集

団などがあり、上位3社で中国の白羽肉鶏の

年間出荷羽数の4分の1以上を占めている。

この他にも、年間1億羽以上の企業が10社

程度ある。また、福建聖農発展股份有限公司

などは原種鶏（GP）（注２）も生産している。

黄羽肉鶏の主な企業には、温氏食品集団股

份有限公司などがあり、この1社だけで中国

の黄羽肉鶏の年間出荷羽数の約5分の1を占

めている（表4）。

（注２）　��食用に肥育される肉用鶏（コマーシャル鶏）は種鶏から
生産されており、その親世代の種鶏をPS（種鶏）、祖父
母世代をGP（原種鶏）という。多くの国は、肉用鶏を
生産する上で、そのひなを生産するためのGP（原種鶏）
やPS（種鶏）を海外からの輸入に依存している。

2007年 2010年 2017年

シェア シェア シェア

1～ 1,999羽 28,613.0 98.2% 24,387.6 98.1% 18,710.2 98.5%

2,000 ～ 10万羽未満 529.5 1.8% 471.2 1.9% 282.6 1.5%

10万羽以上 2.5 0.01% 7.6 0.03% 9.5 0.05%

計 29,145.0 100.0% 24,866.4 100.0% 19,002.3 100.0%

表３　飼養規模別肉用鶏農家戸数の推移

資料：中国畜牧獣医年鑑

（千戸、羽）

表４　主な肉用鶏企業

白羽肉鶏
本社所在地 出荷羽数など

福建聖農発展股份有限公司 福建省南平市 5億羽出荷・4.7億羽と殺（2018年）
2019年から原種鶏（GP)の生産を開始

禾豊牧業股份有限公司 遼寧省沈陽市 4億羽出荷・4.55億羽と殺（2018年）
正大集団 タイ 3億羽出荷（2018年）
その他（10社程度） 各社1億羽以上出荷

総出荷羽数 約44億羽

黄羽肉鶏
本社所在地 出荷羽数など

温氏食品集団股份有限公司 広東省広州市 8億羽出荷（2018年）、原種鶏（GP)を生産
2019年から白羽肉鶏の生産を開始し総出荷羽数は9.25億羽

安徽華衛集団 安徽省宣城市 1億羽出荷（2018年）、原種鶏（GP)を生産
総出荷羽数 約43億羽

資料：聞き取りおよび各種公表資料によりALIC作成
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３　鶏肉の需給状況

（1）鶏肉生産量の推移

2019年の鶏肉生産量は1375万トン、輸

入量は58万トンであり、鶏肉の供給は、ほ

ぼ国産で賄っている（表5）。

生産量の推移をみると、1990年以降

2012年まで増加している。その後、「食品

消費期限切れ事件」（注３）による鶏肉消費の減

少を受け、生産量も減少した。さらに、高病

原性鳥インフルエンザの発生や環境規制によ

り減産が続いたが、2018年に入り増加に転

じた。鳥インフルエンザの影響が薄れてきた

こと、養鶏企業の大規模化が進み生産性が向

上したことが要因とされている（図4）。

（注３）　‌�2014年7月に発覚した、中国の食品加工工場が製造し
た食肉加工食品に消費期限切れの鶏肉などを使っていた
問題。この事件の後、中国国内の鶏肉消費が大幅に減少
した。また、当該工場で生産された食品は、日本や米国
など多数の国に輸出されており、世界の食品企業が取引
を中止する事態となった。

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

生産量 1,316 1,356 1,245 1,160 1,170 1,375

輸入量 26 27 43 31 34 58

輸出量 43 40 39 44 45 43

国内消費量 1,299 1,343 1,249 1,148 1,160 1,390

表５　中国の鶏肉需給

出典：米国農務省海外農業局（USDA/FAS)
　注：調理用換算(Ready to Cook Equivalent)、もみじ（鶏足）は含まない。

（単位：万トン）

図４　鶏肉生産量の推移
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（2）白羽肉鶏原種鶏の輸入状況

中国では白羽肉鶏の輸入開始以来、GP（原

種鶏）を海外から輸入し、国内でPS（種鶏）

を増産して鶏肉を生産していたため、輸出国

における鳥インフルエンザの発生が中国国内

の生産に影響を与えることが多かった。この

ような状況を受け、2017年からは、一部の

大企業が自身でGPを生産するようになっ

た。現地専門家によると、このような企業は

2019年時点では2社であったが、2020年

には3〜4社に増加する見込みであり、GP生

産量も増加している。輸出国の鳥インフルエ

ンザの影響が薄まってきたこともあり、

2018年のGP更新量（注４） は輸入が55万

組（注５）、国産が20万組であったが、2019年

は、輸入が前年比約2倍の108万組、国産が

同1.5倍の30万組まで増加した（図5）。

さらに、輸入先を拡大する動きもある。中

国は2019年11月に米国からの鶏肉輸入停

止を解除し、2020年2月に鶏および鶏肉製

品の輸入停止の解除を発表した。これにより、

GPの輸入が可能となった。しかしながら、

現地専門家によると、輸入停止解除前でも必

要な品種および量のGPの輸入は他国から輸

入可能であり、米国からの輸入が解禁された

ところで市場に大きな影響はないとのことで

あった。

なお、黄羽肉鶏の原種鶏は全て国内で生産

されている。具体的なデータを入手すること

はできなかったが、近年は減少傾向にあると

いう。

（注４）　‌�GPの産卵能力が衰えてくると、若くて能力が高いGP
と入れ替える。GPの産卵期間については、畜産の情報
2016年6月号「生鮮鶏肉輸出再開後のタイの鶏肉産業の
動向」（https://www.alic.go.jp/content/000125475.
pdf）を参照されたい。

（注５）　‌�中国では原種鶏を「組」単位で表す。父系原種鶏の雄・
雌、母系原種鶏の雄・雌の4種がセットとなっており、
原種鶏100組は原種鶏約170羽で構成される。

図５　白羽肉鶏GP更新量の推移
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（3）白羽肉鶏養鶏場における生産管理

白羽肉鶏については、インテグレーターの

直営農場や契約農場で飼養された鶏が、同社

が所有する食鳥処理場でと鳥され、隣接する

カット場で整形されたあと、そのまま卸や小

売に出荷されるか、加工工場で加工された後

出荷されている。

このような農場では、外部からの人や資材

の進入は制限され、鶏舎内を調査することは
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不可能であったが、企業からの聞き取りによ

ると、鶏は、疾病の侵入防止に配慮された鶏

舎で、オールイン・オールアウト方式で飼養

されている。また、給餌や排せつ物処理、ア

ンモニア濃度管理などの飼養環境の制御とい

った作業は全て自動化され、機械で行われて

いるとのことであった。

なお、GPやPS農場は防疫に特に注意を払

っている。あるGP農場では、部外者が立ち

入らないよう、監視カメラが設置された入口

のゲートは常に閉鎖されており、飼料運搬車

などは車両消毒槽を通過して入場するような

構造であった。鶏舎への出入りも管理されて

おり、出勤した従業員は事務棟で作業着に着

替えてから作業するよう決められているとの

ことであった。

写真２　白羽肉鶏のふ化・育すう施設
種鶏場で生産されたひなは、ふ化・育すう施
設で生育された後、コマーシャル農場に移動
する。（懐

かい

来
らい

正大食品有限公司から提供）

写真１　山東省にある白羽GP農場入口
手前の水たまりが車両消毒槽。右が事務棟で
奥の建物が鶏舎。

写真３　白羽肉鶏コマーシャル農場
給餌・給水は機械で制御されている。（懐来正
大食品有限公司から提供）
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コラム　農家レストラン

　中国では、都市部の住民が、週末に近郊の農場に宿泊して農業体験をする「農泊」や、近隣の

農場で収穫したものを食べることができる「農家レストラン」が流行している。そこで、今回は、

訪問した山東省青島市の農家レストランを紹介する。

　この農家レストランは、山東省で生産が盛んな農産品である、野菜、鶏肉、海鮮がメインの店

舗であった。レストランの周りには、野菜用ビニールハウスや、ブドウ、モモ、桑などの果樹園

が広がっている。訪問時は主な野菜や果樹の収穫は終了しており、畑ではセロリとトマトのみ生

産されていた（コラム－写真1）。また、収穫が終わった果樹園では、鶏、ガチョウ、ハト、キジ

などのさまざまな家きんが飼養されていた（コラム－写真2〜4）。

コラム－写真１　セロリ
露地栽培。500g4元（62円）で市街地のスーパ
ーマーケットより安価に購入できる。

コラム－写真２　肉用鶏
ビニールハウス内で放し飼いされている。こ
のハウス内は全てオスで、このうち1羽の体重
は2.2キログラムであった。

コラム－写真３　烏骨鶏およびガチョウ
桑が栽培されているビニールハウス内に番犬
と放し飼いされている肉用鶏、烏骨鶏、ガチ
ョウなど。

コラム－写真４　食用ハト
ハトは高級食材として扱われている。丸焼き
にして食することが多い。
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　この農場では、ハトはケージで飼養されていたが、鶏やガチョウはビニールハウス内に「放し

飼い」の状態であった。本文に記載の通り、インテグレーターでは、白羽肉鶏がある程度閉鎖的

な鶏舎で飼養されているが、中国では「放し飼い」をする方が肉に含まれる栄養価が高いという

考えが強いため、黄羽肉鶏農家や小規模白羽肉鶏農家では「放し飼い」方式での飼養が多いと考

えられる。なお、一般的には、「放し飼い」は果樹園などで行われることが多いと言われており、

この農場の飼養方法は一般的であると考えられる。

　レストラン入口には池があり、鶏やハトが展示されていたため、おすすめの食材が魚や家きん

肉であることがすぐ分かった（コラム－写真5）。レストラン内は素朴な造りで、市街地のレスト

ランと変わらない料理を注文することができるが、農村で食されているような素朴な料理も提供

されている（コラム－写真6）。また、野菜や鶏肉をその場で購入することが可能で、料理、食材

ともに市街地より安い（コラム－写真7）。日本でも農家直売店などがあるが、それに近いものと

考えられる。

コラム－写真５　レストラン入口
右側に池があり、左側に鶏とハトが展示され
ている。

コラム－写真７　レストラン内での野菜販売
周辺の畑で収穫された野菜や卵などが販売さ
れている。

コラム－写真６　鶏肉料理
丸鶏半羽分を甘辛く炒めた定番料理。中国で
は捨てる部位はないと言われており、頭部や
もみじ（鶏足）も含まれている。他にも、ト
ウモロコシ粉で皮を作った肉まんじゅうや、
卵とネギの炒め物など、農村独特の素朴な料
理も食することができる。
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（4）鶏肉輸入量の推移

高病原性鳥インフルエンザの発生や国内需

要の影響を受けて、生産量が100万トン程

度増減することがあるが、輸入量は生産量ほ

どの大きな変化はない。2019年の冷凍鶏肉

輸入量は、需要の増加により前年比54.6%

増の77万4343トンであったが、例年は40

〜50万トン程度である（表6）。輸入鶏肉は

ほとんどが冷凍であり、冷蔵鶏肉の輸入はほ

ぼない。

かつて、主な輸入先はブラジルと米国であ

ったが、2015年に米国において高病原性鳥

インフルエンザが発生したため、輸入が停止

された。このため、現在ではブラジルからの

輸入が約9割を占めている。2018年以降は、

輸入先の多様化を図っており、同年3月に解

禁したタイや、2019年6月に解禁したロシ

アからの輸入が増加している。また、米国か

らの輸入停止の解除や、フランスからの輸入

を解禁するなど、多様化の動きは続いてい

る（注６）。

（注６）　‌�中国の鶏肉輸入先の多様化の動きについては、海外情報
「家きん肉輸入先を拡大（中国）」（https://www.alic.
go.jp/chosa-cu/joho01b_000037.html）を参照さ
れたい。

なお、輸入量の内訳は、手羽が21万5900

トン、もみじ（鶏足）が16万700トン、骨

付き鶏肉が12万6100トンとなっている（図

6）。手羽の人気が高いが、近年は「骨付き

鶏肉」に含まれるもも肉の輸入量も増加して

いる。

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 前年比
（増減率）

ブラジル 294.7 487.2 382.1 421.4 537.5 27.6%
タイ － － － 16.8 71.0 323.7%
アルゼンチン 37.9 50.4 51.9 46.1 77.4 67.7%
米国 29.2 － － － － －
その他 61.6 30.4 15.4 16.6 88.5 207.7%
合計 394.2 567.9 449.4 500.9 774.3 54.6%

表６　中国の冷凍鶏肉輸入量の推移

資料：Global Trade Atlas
　注：HSコードは020714。

（単位：千トン）

図６　輸入冷凍鶏肉の構成
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資料：「Global Trade Atlas」
　注：‌�税則号列（HSコードに中国の国内コードを加えたもの）は、手羽が02071421、もみじが02071422、骨付き鶏肉が

02071411、内臓肉が02071429、骨付きでない鶏肉が02071419。
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（1）白羽肉鶏の食鳥処理

前述の通り、生産された白羽肉鶏は、イン

テグレーターが所有する食鳥処理場でと鳥さ

れる。白羽肉鶏から生産された鶏肉（以下

「白羽鶏肉」という）は、加工後日本や欧州

に輸出されることもあるため、食鳥処理場は

輸出先国の認定を受けている衛生水準の高い

施設が多い。今回訪問した企業でも

ISO22000（注７）などを取得し、HACCPによ

る管理の下で処理していた。

（注７）　食品安全マネジメントシステムに関する国際規格。

食鳥処理に当たっては、まず、（1）受入

検査を実施し、合格した鶏のみを受け入れる。

食鳥処理場内では、（2）と殺前検査を実施

した後（3）と殺処理され、と体は（4）と

殺後検査後、（5）冷却される。冷却された

後は、（6）必要に応じて部位ごとに分離し、

（7）商品となるように整形し、（8）包装する。

その後、（9）用途に応じて冷蔵または冷凍し、

（10）出荷前の検査を実施した後（11）梱

包され、出荷される（図7）。1日当たり1万

2000羽、1年当たりにすると2000万羽の

処理能力がある工場では、政府から派遣され

ている獣医師が4名常駐し、各種検査を行っ

ているとのことであった。

また、調査を行った4工場ともに、（3）

と殺から（6）部分肉への分離までの作業は

機械により実施されていた。その後の（7）

カットおよび整形作業は、ある程度まで機械

化されている工場もあれば、多くを手作業で

行っている工場もあった。人件費が高くなっ

ていることもあり、さらなる自動化機械の導

入を検討している企業も多い。

図７　食鳥処理の行程

と鳥処理

(２)と殺前検査

(３)と殺処理

(４)と殺後検査

(５)と体の冷却

と殺→放血→脱羽毛
→頭部と肢の除去
→内臓の除去

カット・整形

(６)部分肉への分離

(７)部分肉の整形

(８)包装

(９) 冷蔵・冷凍

(10)出荷前検査
金属探知
微生物検査など

(

11)

梱
包
・
出
荷

(１)受入検査

残留動物用医薬品検査
飼養記録の確認
投薬記録の確認
→衛生証明の発行

資料：聞き取りを基にALICが作成

４　流通・消費の現状

写真５　製品の包装作業
（懐来正大食品有限公司から提供）

写真４　冷却後の中抜きと体
（懐来正大食品有限公司から提供）
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（2）流通

食鳥処理後の白羽鶏肉は、卸売市場や、ス

ーパーマーケットなどの小売、大手インテグ

レーターが所有する直販店などで販売される

（写真6、8）。

以前は生鳥市場が多かったが、高病原性鳥

インフルエンザの流行を受け、2006年に北

京市の生鳥市場が禁止された。その後、

2014年には上海市、広東省、江蘇省など6省・

市が加わり、2016年には安徽省など5省・

市が追加となっている。このため、白羽鶏肉

の場合は、卸や小売を介して流通されること

が主流となった。黄羽肉鶏についても、都市

部では生鳥の販売は行われておらず、食鳥処

理された鶏肉（以下「黄羽鶏肉」という）を

市場や小売で見かけることも多い（写真7、

9）。

市場や小売では、丸どりでの販売もあるが、

部位ごとの販売もある。山東省の市場では、

白羽肉鶏生産企業が、白羽鶏肉を部位ごとに

販売していた。一方で、黄羽肉鶏生産企業は、

黄羽鶏肉を丸どりの状態で販売している。な

お、中国では、冷凍食肉は食味が劣ると考え

る人が多いため消費者に好まれず、業務用に

供されると言われているが、今回の調査では、

消費者が直接購入できる小売でも冷凍鶏肉を

よく見かけた。現地専門家によると、豚肉と

違い、鶏肉は冷凍でも購入する消費者が多い

とのことであった。

写真６　山東省農村市場での白羽鶏肉販売の様子
白羽鶏肉は500g当たり約13〜29元（100g当た
り40〜91円）。

写真７　同市場での黄羽鶏肉販売の様子
黄羽鶏肉は500g当たり25元（100g当たり78円）

写真８　‌�スーパーマーケットでの白羽鶏肉販
売の様子

白羽鶏肉は500g当たり約23元（100g当たり72
円）。

写真９　小売店での黄羽鶏肉販売の様子
黄羽鶏肉は丸どりの状態で販売されている。
1羽140元（2184円）。
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（3）消費形態の変化

2018年の1人当たりの家きん肉消費量は

13.6キログラムであり、うち家庭での消費

量は同9.0キログラムである（表1）。経済発

展による生活の向上により消費が伸びてお

り、農村部に比べて都市部での消費が多い（図

8）。消費量の推移を見ると、食の安全の問

題や高病原性鳥インフルエンザの発生などに

より減少した時期もあったが、近年では、牛

肉や豚肉に比べて低脂肪高たんぱくであるた

め、健康志向の消費者を中心に消費は伸びて

いる。

鶏肉の消費方法は、丸どりを骨ごとぶつ切

りにし、炒めたり揚げたりするのが一般的で

ある。このため、スーパーマーケットでも丸

どりを販売しており、丸どりを購入すれば、

その場でぶつ切りにするサービスを提供する

店もある。また、部位ごとにも販売されてお

り、好みの部位を購入することが可能である。

部位による価格の差はほとんどない（写真

8）。同じ価格であればむね肉よりもも肉を

好む傾向があるが、現地専門家によると、こ

こ数年は健康志向によりむね肉の消費が増加

したため、もも肉より高く販売している店も

ある。

また、同じくここ数年は、丸どりが減り、

部位ごとの販売が増加している。女性の社会

進出などにより家庭での調理機会が減少した

ことや、諸外国の食文化の影響などにより「鶏

肉ステーキ」「てりやき丼」など、骨付きぶ

つ切り肉を使わない商品が増加したことによ

る。このため、これら加工品の原料となって

いる白羽鶏肉は、内食より外食や加工食品で

の消費が多く、黄羽鶏肉より需要が増加して

いると言われている。

図８　家庭での１人当たり家きん肉消費量の推移

0

2

4

6

8

10

12

1990 95 2000 05 10 11 12 13 14 15 16 17 18

（kg/年）

（年）1990 9595 20002000 05 10

都市部

農村部

５　ASFの影響と今後の需給見通し

資料：中国統計年鑑

（1）鶏肉生産への影響

2015年以降の環境規制および2018年8

月にASFが発生した影響で、2019年の豚肉

生産量は、前年比21.8%減の4225万トンで

あった。供給が不足する中、需要が増加する

国慶節休み（9月末〜10月上旬）や春節休

み（1月下旬〜2月上旬）には、豚肉価格は

前年比2倍近くまで高騰した。このため、よ

り安価な鶏肉を中心に消費がシフトし、同年
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後半にかけて鶏肉価格も高騰した。

このような中、養鶏業は収益の向上が見込

めるため、インテグレーターを中心に鶏肉を

増産する動きが出てきている。同年8月以降

は、養豚と同様に養鶏でも環境規制が緩和（注8）

されたため、増産の動きがより活発になって

いると言われてる。この結果、2019年の鶏

肉生産量は前年比12.0%増の1310万トンで

あった。

現地専門家によると、国産GPの供給体制

が整ってきたこともあり、鶏舎の収容能力や

飼料供給など他の要因を考慮しなければ、今

後は白羽肉鶏では2倍弱、黄羽肉鶏では2.5

倍程度の増産は可能とのことであった。

（注８）　‌�養豚における環境規制の緩和については、『畜産の情報』
2019年12月号「豚肉生産量が減少し、輸入量が大幅に増
加」（https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_000871.
html）を参照されたい。

（2）鶏肉価格への影響

鶏肉需要の急激な増加により一時的に供給

が追い付かなかったため、2019年11月に

鶏肉価格は高騰したが、豚肉増産の兆しが見

えてきたことや、鶏肉供給体制が整ってきた

ため、その後は下降傾向にある。端午節休み

（5月上旬）や中秋節休み（9月中旬）など定

期的に需要期がやってくるため、価格が急落

することは考えにくいが、2020年は、徐々

に落ち着いてくると考えられる（図9）。

図９　鶏肉市場価格の推移
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資料：中国農業農村部

（3）鶏肉輸入への影響

月別の輸入動向をみると、冷凍鶏肉輸入量

は2019年後半にかけて増加しており、これ

に伴って輸入価格も上昇している。特に春節

に向け、12月の輸入量は急増した（図10）。

しかしながら、国内供給体制が整ってきたこ

となどにより、輸入量がこのまま急激に増加

を続けるとは考えにくい。

一方で、2020年1月15日に署名された第

一段階の米中経済貿易協定によると、中国は

農産物の輸入量を増加させるとしている。こ

のため、輸入量が減少する可能性も低く、こ

のまま高水準を維持するのではないかと考え

られる。
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中国では、鶏肉需要は増加傾向にあったも

のの、鶏肉生産はほぼ自国で賄っていた。

ASFの発生により、2019年に豚肉の代替と

して急激に鶏肉需要が増加したが、鶏肉生産

量も1年間で1割以上増加させている。GPも

自国で増産されているところであり、今後は

ある程度の鶏肉の増産も可能である。しかし

ながら、2020年も高病原性鳥インフルエン

ザの発生に加え、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）のまん延により、食肉生産や

物流、消費行動が制限されたため、鶏肉の需

給に大きな影響を与える可能性が高い。

鶏肉に限ったことではないが、このように、

家畜疾病の発生や、物流や消費行動が制限さ

れるような出来事により国内需給が安定して

いないため、中国の鶏肉の輸出入量は今後も

大きく変化し、世界の鶏肉の貿易に大きな影

響を与える可能性が高い。

図10　冷凍鶏肉の月別輸入量
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資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコードは020714。
　２：2020年1・2月の数値は、中国海関総署が公表した1・2月の合計値を等分した。

６　おわりに


